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低線量率長期被ばくの影響 
インド高自然放射線地域住民の発がん 

出典：Nair et al., Health Phys 96, 55, 2009;Preston et al., Radiat.Res.168,1, 2007より作成 

慢性被ばくの 
発がん 

ケララ（インド） 
戸外平均線量4mSv/年以上 
高い地域では～70mSv/年 
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　低線量率被ばくと高線量率被ばくでは、影響の出方は違うと考えられています。
　これは原爆被爆者のデータと、ケララ（インド）のような高自然放射線地域住民の
リスクを比較したものですが、ケララでは積算線量が数百ミリシーベルトになっても
がんの相対リスク（被ばくしていない人を 1とした時、被ばくした人のがんリスク
が何倍になるかを表した値）の増加がみられません。また、信頼区間（グラフ上のエ
ラー・バー）の幅も非常に大きいことから更なる検討が必要ですが、慢性被ばくの場
合、急性被ばくよりもリスクが小さくなることが示唆されます。
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(Bq/kg) 

中央値 
（下限値～上限値） 

40Bq/kg 

42.3 
(ND-2222) 43.0 

(ND-2522) 
34.1 

(ND-1736) 28.1 
(ND-1707) 25.2 

(ND-2241) 

24.0 
(ND-1089) 

39.0 
(ND-5392) 

27.6 
(ND-739) 

26.6 
(ND-2229) 

38.3 
(ND-602) 

43.7 
(ND-1003) 

(年) 

チェルノブイリ原発事故による 
セシウムの内部被ばく 

1998～2001年 2002～2005年 2006～2008年 

3～5月 
34.6 

(ND-2154.9) 
10,993 

27.3 
(ND-5392.2) 

18,722 

32.0 
(ND-1757.1) 

9,284 

6～8月 
71.5 

(ND-399.0) 
265 

32.2 
(ND-393.0) 

268 

21.2 
(ND-271.1) 

451 

9～11月 
40.9 

(ND-2521.7) 
9,590 

33.5 
(ND-1089.3) 

8,999 

44.2 
(ND-2229.3) 

4,080 

12～2月 
33.5 

(ND-1735.8) 
8,971 

20.6 
(ND-607.0) 

6,603 

39.8 
(ND-1454.3) 

6,404 
上から平均値（Bq/kg）、（検出下限値～検出上限値）、 
被験者数（人）。NDは検出限界以下。 

出典：Sekitani et al., Radiat Prot Dosimetry, 141, 1, 2010より作成 

体内のセシウム137濃度の 
季節ごとの変化（Bq/kg）と被験者数 

ブリヤンスク州では、 
1998 ～ 2008年の間、 

平均40Bq/kgの 
内部被ばくを認めた 

ロシア 

ウクライナ 

チェルノブイリ 

ベラルーシ 

ブリヤンスク州 

ホールボディカウンタで計測された体内セシウム137濃度 

Bq/kg：ベクレル/キログラム 

原発事故由来の 
内部被ばくによる発がん 

　1986 年におこったチェルノブイリ原発事故では、福島第一原発事故よりもはるか
に大量の放射性物質が放出されました。事故当初、ソビエト連邦はこの事故を公表
せず、施設周辺住民の避難措置などがとられませんでした。また、事故が起こった 4
月下旬には、旧ソ連の南部地域ではすでに放牧が行われていたため、牛乳の汚染など
が起こりました。
　1998 年から 2008 年の間、ホールボディカウンタを用いて、ブリヤンスク州の住
民のセシウム 137 の体内放射能を測定した結果、期間中の体内セシウム 137 の中央
値は 20～ 50 ベクレル /kg で推移しつつ、2003 年まで低下していましたが、2004
年から上昇傾向がみられています。セシウム 137 による被ばくは長期にわたって続
くことがわかります。
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